
５月 25日（水） 第１時 

 

第３学年Ｂ組 国語科学習指導案 
 

授業者  碓 氷 愛 実 

１ 単元名・教材名 

「多様な読み手を説得する文章を書こう ～思いをわかってもらうには～」 

〇文章の種類を選んで書こう（『国語３』光村図書） 

 

２ 生徒の実態と本単元の意図 

(1) 本単元に至るまでの指導の系統 

育成すべき国語の能力 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

学習内容 単元・教材名 

〈実施時期〉 

学習活動と関連する 

他領域等の指導 
・伝えたいことがわかりやすく伝わる

ように，段落相互の関係などを明確

にし，文章の構成や展開を工夫する

こと。（中２Ｂ⑴イ） 

・段落相互の関係を

踏まえた書き方 

・文章の構成や展開

の工夫のさせ方 

「表現や構成を工

夫して書こう～

私の附中物語

～」 

〈２年・１月〉 

・抽象的な概念を表す語句の量を増すとともに，

類義語と対義語，同音異義語や多義的な意味を

表す語句などについて理解し，話しや文章の中

で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かに

すること。〔知識及び技能〕中２Ｃ⑴エ 

(2) 生徒の実態と本単元の意図 

生徒はこれまで「小学生やその保護者に向けた本校を紹介するパンフレットを書く活動」や「自

分の経験を物語として構成を工夫して書く活動」など，多彩な学習活動によって書くことの資質・

能力を高めてきた。作品を生徒同士で読み合うだけでなく，校外にも発信することによって，外部

からも高評価を受けている。しかし，年度当初に行ったアンケート結果の「『書くこと』の学習は

好きですか（好き・嫌いの二択式）」という問いについては，45.1％の生徒が「嫌い」と回答し，

その理由として「自分の考えを言葉に表すのが難しい」，「納得のいく文章にならない」，「題材を決

めたり，書き出しを考えたりするまでに時間がかかってしまう」などが挙げられた。２年間の学習

のなかで多方面から一定の評価を得ているにも関わらず，文章を書く活動に悩みを感じている生徒

がいることがわかった。また，第２学年の書くことの指導事項に根差した問いにより，「自分の文

章のよい点がわかっている」生徒は 27.8％，「自分の文章の改善点がわかっている」生徒は 65.4％

と，自分の書いた文章に対して自信をもてない生徒が多いことがうかがえる。本校の研究主題のキ

ーワードでもある「挑戦心」を育むためにも，書くことの学習を通して自分の思いや考えを自信を

もって伝えられる生徒を育成したい。 

本単元では，関心のある事柄について，多様な読み手を想定し，文章の種類や構成を工夫して書

く活動活動を設定した。『中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説国語編』121ページにあるよ

うに，文章は不特定多数の多様な読み手に対して書く場合もある。どのような読み手からも一定の

理解が得られるような工夫が求められる。今回は新聞社に生徒の作品掲載を依頼している。新聞購

読者，生徒，保護者という様々な立場の読み手がいる場面を設定し，自分の思いや考えが伝わるよ

うに言葉を吟味し，文章の種類や構成を工夫して書くことができるようにさせたい。 

(3) 「挑戦心を引き出す学習指導と生徒の個別最適な学びの在り方」に向けて 

【手立て１】挑戦心を引き出す学習指導の工夫 

従来，書くことの学習は，その特性上，個人の活動に終始してしまう部分が多かった。推敲の場

面で助言し合うことはあるものの，限られた交流時間で，ある程度完成している文章に的確な助言

をすることは難しい。まず生徒に「挑戦しよう」と思わせるために，今回は題材決定からアプリケ

ーションや思考ツールを用いた交流場面を設け，書くプロセスの要所に生徒同士のやりとりを組み

入れていく。また，３時間目の交流の際には，印刷した下書きを段落ごとに切り離し，それを用い

て段落構成や表現について班で助言をし合う。あえて散り散りになった文章を班員で並べなおすこ

とによって，通常よりも丁寧に文章を点検することができ，段落構成にも注目しやすくなる。この

ような学習活動を通して，個では到達できなかった学びを得たり，自らの文章のよい点が見いだせ

たりすることを期待し，次の書くことの学習にも「挑戦しよう」とする生徒を育成したい。 

【手立て２】個別最適な学びの工夫 

 教科論でも述べたように，個別最適な学びを実現する手立ての一つに，「学習者が選択する機会

を設ける」ことがある。今回は，題材や文章の種類を自分で選択させることで，自分の興味関心が

あることについて述べたり，自分が取り組みたい文章の種類で書いたりすることができるため，個

に応じた学習が可能である。 



３ 単元の目標 

(1) 文章の種類とその特徴について理解を深めることができる。 

    〈知識及び技能〉⑴ウ 

(2) 文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の展開などを考えて，文章の構成を 

工夫することができる。                〈思考力，判断力，表現力等〉Ｂ⑴イ 

(3) 言葉を通じて積極的に人と関わったり，思いや考えを確かなものにしたりしながら，言葉がもつ 

価値に気付こうとしているとともに，進んで読書をし，言葉を適切に使おうとする。 

〈学びに向かう力，人間性等〉 

４ 本単元における言語活動 

 関心のある事柄について，多様な読み手を想定し，文章の種類や構成を工夫して書く活動。 

（関連：〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ⑵ア） 

 

５ 本単元の評価規準 

【知】知識・技能 【思】思考・判断・表現 【主】主体的に学習に取り組む態度 

①文章の種類とその特徴につい

て理解を深めている。（⑴ウ） 

①「書くこと」において，文章の

種類を選択し，多様な読み手を

説得できるように論理の展開

などを考えて，文章の構成を工

夫している。（Ｂ⑴イ） 

①粘り強く，読み手を説得できる

ように文章の構成を工夫し，学

習課題に沿って自分の考えを

書こうとしている。 

 

６ 指導と評価の計画（全５時間）（   ･･･「挑戦心を引き出す学習指導の工夫」・「個別最適な学びの工夫」を特に意図した場面） 

時 学 習 活 動 学 習 内 容 評価規準・評価方法 

１
・
２ 

○単元の課題を知り，学習の見

通しをもつ。 

 

 

 

○読み手である「新聞購読者」

「生徒」「保護者」のそれぞれ

の立場を Google Jamboardを

用いて整理する。 

・共同編集が可能なため，「新聞

購読者」「生徒」「保護者」の

三つのボード上に，想定され

る立場を付箋に記入して貼り

付ける。（クラスの人員を３分

割する） 

・できあがったボードは，教師

が PDF化して共有する。 

 

○マインドマップとブレーンス

トーミングを用いて，自分の

伝えたいことを整理し，題材

を決める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学習課題 

〇学習の進め方 

 

 

 

○多様な立場の想定の仕方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○題材の決め方 

○情報の整理の仕方 

 

 

多様な読み手を説得する文章を書こう 

～思いをわかってもらうには～ 

Google Jamboardによる読み手の立場の整理の例（一部） 

共通テーマと想定される題材 

①もっと○○…生活のなかで見落とされがちであるが，意外な楽しみや示唆がある事柄など 

（例）もっと図書館を利用してほしい 

花の生態はおもしろいので花を育てる人が増えてほしい 

②なぜ○○？…生活のなかの疑問や改善してほしいと思っている事柄など 

（例）エスカレーターのマナーはなぜ守られないのか 

   手書きの文字のほうが本当に気持ちが伝わるのか 



  

○決定した題材に対して，どの

ような立場をとる人がいるの

かを，班でブレーンストーミ

ングを行う。 

・様々な立場の人を想定するた

めのヒントとして「分かり合

うための言語コミュニケーシ

ョン（報告）」（文化庁）を参

考資料として紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

〇多様な読み手を想定し，文章

の種類をおおまかに決める。 

 

○下書きをワープロソフトで入

力する。 

 

○多様な立場の想定の仕方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○文章の種類とその特徴 

 

 

○文章の種類とその特徴を踏まえた

書き方 

 

３
（
本
時
） 

○想定した多様な読み手を説得

できるような文章の構成を検

討する。 

 

○グループで互いの下書きを読

み合い，構成や展開，語句の

用法，叙述の仕方等について

助言し合う。 

○多様な読み手を説得する構成や展

開の工夫 

 

 

○思いや考えが伝わる表現の仕方 

【思考・判断・表現①】 

下書き・観察 

・ここでは, 文章の構成や展開を工

夫するために，下書きの文章を段

落ごとに検討できているかどう

かを確認する。また，友人の助言

を友人の助言を踏まえて文章の

構成や展開を工夫しようとして

いるかを確認する。 

４ 

○助言を踏まえて，文章の種類

を決定し，文章を完成させる。 

○文章の種類とその特徴を踏まえた

書き方 

【主体的に学習に取り組む態度①】 

作品 

・ここでは，完成した作品が多様な

読み手から一定の理解を得るた

めに，自分の意見を裏付ける事実

や具体的な例を用いるなどの論

理の展開を工夫できているかを

確認する。 

５ 

○作品集を読み，友人の作品を

読んで気付いたことや考えた

ことを書く。 

 

○単元の学習を振り返る。 

○文章の種類とその特徴を踏まえた

書き方 

 

 

○学びの自覚化 

【知識・技能①】 

ノート 

・ここでは，自分の伝えたい内容が

読み手に伝わるように文章の種

類を選んでその特徴を踏まえて

書くことができているかを確認

する。 

 

７ 本時の学習指導（３／５） 

(1) 目標 

・文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理の展開などを考えて，文章の構成を 

・ 工夫することができる。               【思考力，判断力，表現力等】Ｂ⑴イ 

(2) 展開 

【前時の学習内容】○文章の種類とその特徴を踏まえた書き方 

学 習 活 動 学 習 内 容 指導上の留意点・評価 

１ 本時のねらいを知る。 

【全体】 

 

 
 

 

 
 

 
 

○学習の目標を示す。 

 

 

 友人の助言を踏まえて文章の構成や展開を検討しよう。 

本時のねらい 

マインドマップによる思考整理の例（一部） 
（ブレーンストーミングの内容を加筆している） 

 



 

２ 想定した多様な読み手

を説得できるような文章

の構成を検討する。 

  【個人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ グループで互いの下書

きを読み合い，構成や展

開，語句の用法，叙述の仕

方等について助言し合う。        

【グループ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時のまとめとして，助

言を踏まえて自分の文章

の改善点を記入する。 

【個人→全体】 

 

○多様な読み手を説得する構成や

展開の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○思いや考えが伝わる表現の仕方 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○下書きを印刷したものを生徒に配

り，段落ごとにハサミで切り取ら

せ，実際に配置を変えながら考えさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

評価場面 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次時の学習内容】○文章の種類とその特徴を踏まえた書き方 
 

〈評価規準〉 

【思考・判断・表現①】 

下書き・観察 

・ここでは，文章の構成や展開を工

夫するために，下書きの文章を段

落ごとに検討できているかどう

かを確認する。また，友人の助言

を友人の助言を踏まえて文章の

構成や展開を工夫しようとして

いるかを確認する。 

〈「努力を要する」状況（Ｃ）への手立て〉 
・論理の展開に注目できていない生

徒には，教科書の「具体化・抽象

化」の解説などを示し，自分の体

験を抽象化させる文を挿入させ

たり，抽象的な意見を具体例を用

いて説明させたりする。 

・話し合いで説得力に欠ける文章で

あると指摘された生徒には，伝え

たいことに基づく根拠となる事

実を複数挙げさせ，文章の中に取

り入れるようにさせる。 

期待したい生徒の記述 ※吹き出し部分が生徒の思考 

 

期待したい話し合いの様子 

 
ミュージアムの建設の理由を入れた

ら，「図書館離れ」の根拠になるんじゃ

ない？ 

① 

所
沢
に
「
角
川
武
蔵
野
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が

で
き
た
。
一
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
で
Ｙ

Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
が
演
奏
し
た
場
所
、
と
い
え
ば

わ
か
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

② 

「
角
川
武
蔵
野
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、
図
書

館
と
美
術
館
と
博
物
館
が
融
合
し
た
文
化
複
合

施
設
で
あ
る
。
建
物
の
四
階
か
ら
五
階
に
か
け

て
展
開
さ
れ
る
、
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
本

棚
に
囲
ま
れ
る
空
間
「
本
棚
劇
場
」
に
は
違
い

棚
の
よ
う
に
、
互
い
違
い
に
複
雑
に
入
り
組
ん

だ
構
造
の
本
棚
に
約
三
万
冊
が
収
容
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
本
好
き
の
私
に
と
っ
て
は
夢
の
よ

う
な
空
間
で
あ
る
。 

③ 

地
元
の
図
書
館
に
足
を
運
ぶ
と
、
勉
強
に
励

む
学
生
は
多
い
が
、
ゆ
っ
た
り
と
読
書
を
し
て

い
る
人
は
少
な
く
、
カ
ウ
ン
タ
ー
も
閑
散
と
し

て
い
る
。 

図
書
館
の
利
用
人
数
は
年
々
減
少
し
て
い

る
と
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
司
書
の
方
が
教

え
て
く
れ
た
。
利
用
者
数
が
減
る
と
、
そ
こ
に

割
か
れ
る
財
源
も
少
な
く
な
り
、
蔵
書
が
減
っ

た
り
、
新
刊
が
入
ら
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
く

だ
ろ
う
。
本
の
な
い
図
書
館
に
人
は
来
な
い
。

悪
循
環
で
あ
る
。 

④ 

し
か
し
、
目
当
て
の
本
が
な
く
て
も
、
本
棚

を
巡
っ
て
い
け
ば
新
た
な
出
会
い
が
あ
る
。
学

生
時
代
に
、
時
間
潰
し
や
勉
強
の
息
抜
き
に
図

書
館
の
本
を
手
に
取
り
、
思
わ
ぬ
名
作
に
出
会

っ
た
と
い
う
経
験
が
あ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。 

 

か
く
い
う
私
も
装
丁
に
惹
か
れ
て
手
に
取
っ 

た
一
冊
が
、
自
分
の
人
生
観
を
大
き
く
変
え
て 

く
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

⑤ 

本
棚
い
っ
ぱ
い
に
ず
ら
り
と
本
が
並
ん
で
い

る
。
そ
れ
を
ど
れ
で
も
気
兼
ね
な
く
手
に
取
り
、

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
電
子
書
籍

で
は
こ
の
感
覚
は
味
わ
え
な
い
し
、
本
屋
に
な

い
古
い
本
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
が
図
書
館
の
魅

力
だ
ろ
う
。 

⑥ 

例
え
美
し
い
施
設
で
な
く
て
も
、
図
書
館
に

は
他
に
は
な
い
魅
力
が
あ
る
。
こ
の
施
設
を
き

っ
か
け
に
、
地
元
の
図
書
館
や
学
校
の
図
書
館

も
利
用
者
が
増
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。 

活動の流れ（一人につき８分ずつ助言する） 

・段落ごとに切られた下書きを，班員で適切な順番に並べながら，構成や展開を確

認する。 

・文章の要旨を伝え合い，自分の伝えたいことが伝わっているかを確認する。 

・多様な読み手を説得するためにはどのように書けばよいかを助言し合う。 

今回Ａさんが伝えたいことは地

元の図書館に来てほしいという

ことだから，これ以上ミュージア

ムの話はいらないと思う。あの施

設は特別すぎるし，却って伝えた

いことがぶれてしまわないかな。 

根拠を、自分で見たことだけでな

く、司書さんから聞きとったことを

入れるとより説得力が増すだろう。 

施設のイメージがつかない人がい

るかもしれない。 

→話題になった出来事を紹介する。 

もともとは②と③の間に入れていたが，

「図書館の魅力」は私が一番伝えたいこ

とだから結の部分に入れる。 

「図書館離れ」の根拠としては図書

館の利用人数が減っているというデ

ータを入れようと思ったんだけど，

図書館によってばらつきがあるみた

い。貸し出し冊数が増えているって

いうデータも見つかったんだけど，

地元の図書館の司書さんは減ってい

るって……どのように書けばいいか

な。 

誤った情報を載せたり，はっきり

しない書き方をしたりするのは

読み手の信頼を失うと思うから，

地元の図書館は減っているとい

うデータを載せるか，市単位でど

うなっているかを調べてみたら

どうかな。 


